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７
月
25
日
に
柳
井
地
域
農
林
水
産

業
・
農
山
漁
村
振
興
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
柳
井
地
域
の
新
た
な
農
林
水
産
業

振
興
の
指
針
と
な
る
「
柳
井
地
域
農
林

水
産
業
・
農
山
漁
村
振
興
計
画
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
令
和
５

年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
４
年
間
で

す
。 振

興
計
画
で
は
、
農
林
水
産
業
の
担 

い
手
の
安
定
的
な
確
保
と
と
も
に
、
生 

産
性
向
上
や
需
要
拡
大
に
資
す
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
・
定
着
、
環
境
負

荷
の
低
減
に
向
け
た
新
技
術
の
導
入

等
を
進
め
、「
生
産
性
と
持
続
性
を
両

立
し
た
強
い
農
林
水
産
業
の
育
成
」
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
①
成
長
を
支
え
る
多

様
な
人
材
や
中
核
経
営
体
の
確
保
・
育

成
、
②
柳
井
地
域
農
林
水
産
物
の
さ
ら

な
る
需
要
拡
大
、
③
需
要
の
変
化
に
対

応
し
た
持
続
可
能
な
生
産
供
給
体
制

の
確
立
、
④
産
地
の
維
持
・
拡
大
に
向

け
た
基
盤
整
備
と
防
災
力
強
化
の
４

つ
の
柱
に
沿
っ
て
取
組
内
容
を
体
系

化
し
、
市
町
、
農
林
水
産
業
団
体
、
農

林
水
産
事
務
所
な
ど
が
協
働
し
て
各

種
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

（
施
策
体
系
図
は
P8
に
掲
載
） 
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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

葉物野菜の大規模な 
水耕栽培が開始されました 

 柳井市余田にて、「㈱トクヤマゆうゆうファーム」がリーフレタスの大規模生産をスター
トさせました。 

同ファームは、障がい者の雇用機会の創出を目指し、県内の総合化学メーカー「㈱トクヤ
マ」と山梨県の農業法人「㈱サラダボウル」が共同出資し、令和３年に設立された会社で
す。 
施設は、数年前までバラ農園だった遊休施設を活用し、ＪＡ山口県が国の交付金を活用し

て水耕栽培施設を整備し、同ファームにリースしたものです。総事業費は約11億円で、栽培

や収穫をするエリアの東棟と播種や育苗をするエリアの西棟からなり、施設面積は約1.5ha
です。         
栽培方法は生育に応じて株間を拡げながら、自動で収穫ゾーンまで移動するムービングガ

ターシステムを採用し、通常の水耕栽培に比べて単位面積当たりの植付本数が多くなり、年
間約500万株の生産を目指しています。 
生産物は、全量を㈱サラダボウルが買い取り、今後、西日本各地に出荷される予定です。 
当事務所では、円滑な営農ができるよう支援して参ります。 

 

 

「
柳
井
地
域
農
林
水
産
業
振
興

計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た 

竣工式典・ 

施設見学会の様子 
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柳
井
・
大
島
「
地
産
・
地
消
」
推
進

会
議
で
は
、
地
場
産
野
菜
の
地
産
・
地

消
を
推
進
す
る
た
め
、
会
議
の
構
成
団

体
で
あ
る
柳
井
地
域
学
校
栄
養
士
研

修
会
と
連
携
し
て
、
管
内
の
全
小
・
中

学
生
を
対
象
に
「
夏
休
み
！
朝
ご
は
ん

に
地
場
産
野
菜
を
食
べ
よ
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
夏
休
み
期
間

中
に
、
各
家
庭
で
、
朝
ご
は
ん
に
野
菜

を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
食
べ
た
野

菜
と
産
地
を
記
帳
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
383
名
の
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ

ん
が
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

多
数
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
           

                   

取
組
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

引
き
続
き
、
地
域 

の
農
産
物
を
意
識
し
、 

日
々
の
食
卓
に
取
り 

入
れ
て
い
た
だ
く
こ 

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

     

    

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水

産
物
需
要
拡
大
協
議
会
と
連
携
し
て
、

地
産
・
地
消
推
進
拠
点
の
開
設
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

７
月
26
日
に
、
田
布
施
町
の
「
松
田

生
花
店
」
が
、
県
産
花
き
を
積
極
的
に

販
売
す
る
小
売
店
と
し
て
「
花
き
の
販

売
協
力
専
門
店
」
に
仲
間
入
り
し
ま
し

た
。 ま

た
、
８
月
７
日
に
は
、
柳
井
市
の

「
た
ま
ご
っ
ち
ゃ
」
が
、
県
産
農
水
産

物
を
積
極
的
に
利
用
す
る
飲
食
店
と

し
て
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
に
仲
間
入

り
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
柳
井
・
大
島
地
域
の

「
花
き
の
販
売
協
力
専
門
店
」
は
12

店
舗
、「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
は
29
店

舗
と
な
り
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
拠
点
と

連
携
し
て
、
地
産
・
地
消
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
元
農
林
水
産
物
の
需
要

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

管
内
の
地
産
・
地
消
推
進
拠
点
の
情

報
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 
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「
朝
ご
は
ん
に
地
場
産
野
菜
を

食
べ
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を 

実
施
し
ま
し
た 

 

 

地
産
・
地
消
推
進
拠
点
施
設
が

２
店
舗
誕
生
し
ま
し
た 

 

「やまぐち食彩店」開設 「花きの販売協力専門店」開設 

 

・
お
や
さ
い
が
も
っ
と
す
き
に
な
り
ま

し
た
。（
小
2
） 

・
や
さ
い
が
こ
ん
な
に
お
い
し
い
な
ん

て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
小
3
） 

・
地
元
の
野
菜
が
こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ

て
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。（
小
5
） 

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
畑
で
野
菜
を
た
く

さ
ん
育
て
て
い
る
の
で
、
毎
日
新
鮮
な

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
中
3
） 

 

・
毎
朝
の
食
卓
に
地
場
産
野
菜
を
出
す

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が
で
き
、
親
に

と
っ
て
も
よ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。

（
小
2
保
護
者
） 

・
産
地
表
示
を
見
る
習
慣
が
で
き
ま
し

た
。
地
元
産
の
野
菜
を
見
つ
け
る
と
安

心
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
意
識
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
小
4
保
護

者
） 

・
買
い
物
の
際
も
産
地
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
、「
こ
れ
は
柳
井
産
だ
よ
。」
と
言

い
な
が
ら
家
族
で
お
い
し
く
食
事
を

す
る
時
間
が
持
て
て
、
親
子
と
も
よ
い

体
験
に
な
り
ま
し
た
。（
小
2
保
護
者
） 

・
野
菜
を
作
ら
れ
た
方
の
こ
と
を
思

い
、
感
謝
し
な
が
ら
食
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。（
小
6
保
護
者
） 
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７
月
２
日
、
片
添
ケ
浜
海
浜
公
園

の
一
角
に
「
マ
リ
ッ
サ
リ
ゾ
ー
ト 

サ

ザ
ン
セ
ト
周
防
大
島
」
が
オ
ー
プ
ン

し
、
館
内
シ
ョ
ッ
プ
に
「
農
業
女
子

コ
ー
ナ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
柳
井
・
大
島
地

域
農
業
女
子
会
（
以
下
、
農
業
女
子

会
）
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
６
農
園
の
17

商
品
が
販
売
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。 

同
ホ
テ
ル
は
今
年
３
月
、
や
ま
ぐ

ち
農
林
漁
業
ス
テ
キ
女
子
（
※
）
の

活
躍
の
場
を
共
に
創
出
し
、
協
力
、

補
完
し
合
い
な
が
ら
新
た
な
活
動
に

取
り
組
む
「
や
ま
ぐ
ち
農
林
漁
業
ス

テ
キ
女
子
応
援
団
」
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。 

農
業
女
子
会
で
は
、
６
月
５
日
に

ホ
テ
ル
関
係
者
と
「
コ
ラ
ボ
活
動
検

討
会
」
を
実
施
し
て
活
動
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
最
初
の
取
組
と
し

て
「
農
業
女
子
コ
ー
ナ
ー
設
置
と
情

報
発
信
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
」
を
開
始
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
通
じ
て
情
報
発
信
を
行
う
と

と
も
に
、
次
の
活
動
に
向
け
て
検
討

を
重
ね
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
柳
井
・

大
島
地
域
の
若
手
女
性
農
林
漁
業
者

の
経
営
発
展
に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
。 

                            

※
や
ま
ぐ
ち
農
林
漁
業
ス
テ
キ
女
子
：

経
営
発
展
に
向
け
た
実
践
活
動
に
取

り
組
む
若
手
女
性
農
林
漁
業
者
。 

  

  

        

柳
井
大
島
地
区
農
業
士
会
で
は
、

毎
年
、
地
域
の
担
い
手
育
成
を
テ
ー

マ
に
研
究
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
山
口
県
周
防
大

島
青
壮
年
部
と
共
催
で
、
広
島
県
尾

道
市
瀬
戸
田
町
の
大
規
模
か
ん
き
つ

栽
培
農
園
と
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま

直
売
所
「
と
れ
た
て
元
気
市 

広
島

店
」
の
視
察
を
行
い
、
周
防
大
島
町

の
新
規
就
農
者
等
と
の
意
見
交
換
会

も
行
い
ま
し
た
。 

大
規
模
か
ん
き
つ
栽
培
農
園
の
視

察
で
は
、
5.5

ha
の
か
ん
き
つ
経
営

を
2.5
人
で
管
理
さ
れ
て
い
る
現
地
を

視
察
し
、
栽
培
管
理
の
工
夫
や
仕
立

て
方
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
の
直
売
所
で

は
、
農
産
物
Ｐ
Ｒ
用
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作

成
、
消
費
者
へ
の
イ
ベ
ン
ト
広
告
な

ど
、
販
売
額
ア
ッ
プ
の
た
め
の
様
々

な
工
夫
を
研
修
し
ま
し
た
。 

新
規
就
農
者
等
と
の
意
見
交
換
会

で
は
、
新
規
就
農
者
等
か
ら
、「
大
規

模
か
ん
き
つ
栽
培
農
園
の
ほ
場
の
工

夫
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」、「
視
察

し
た
こ
と
を
自
分
の
経
営
に
ど
う
取

り
入
れ
て
い
く
か
考
え
て
い
き
た

い
」、「
主
幹
形
、
双
幹
形
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ

た
」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

               

 

 

「コラボ活動検討会」の様子 

直売所での研修の様子 

周
防
大
島
町
の
ホ
テ
ル
に 

「
農
業
女
子
コ
ー
ナ
ー
」
が 

開
設
さ
れ
ま
し
た 

 

ホテル館内「農業女子コーナー」の様子 

柳
井
大
島
地
区
農
業
士
会 

研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

「やまぐち農林漁業

ステキ女子」の 

シンボルマーク 
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農
業
士
か
ら
は
、
地
域
農
業
の
指

導
的
立
場
か
ら
、「
新
規
就
農
者
の
方

に
は
儲
か
る
農
業
と
い
う
の
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
」、「
立
場
関
係
な

し
に
情
報
交
換
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
と
よ

い
」、「
視
察
等
に
は
積
極
的
に
参
加

さ
れ
る
方
が
良
い
」
等
の
意
見
が
あ

り
、
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

当
農
業
士
会
で
は
、
今
後
も
地
域

の
担
い
手
育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

                   

    

田
布
施
町
大
字
上
田
布
施
に
位
置

す
る
納
所
た
め
池
は
、
老
朽
化
が
著
し

く
、
堤
体
か
ら
の
漏
水
等
に
よ
り
豪
雨

時
に
堤
体
が
決
壊
し
、
下
流
の
農
地
や

水
路
、
民
家
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
下
流
農
地
等
の
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
農
業
用

水
の
安
定
的
な
確
保
を
目
的
に
、
た
め

池
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 事
業
名
：
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業 

 
 

 
 

(
た
め
池
整
備
事
業) 

事
業
主
体

：
山
口
県(

柳
井
農
林
水
産
事
務
所) 

地
区
名
：
納
所
地
区 

事
業
工
期

：
令
和
元
年
度
～
５
年
度 

事
業
費
：
185
百
万
円 

事
業
概
要

：
受
益
面
積

16.3

ha 

 
 

 
 

被
害
想
定
面
積

20.5

ha 

 
 

 
 

堤
高
6.6

m 

洪
水
吐
36.1

m 

 
 

 
 

取
水
施
設
・
緊
急
放
流
工
一
式 

 

納
所
た
め
池
の
改
修
工
事
に
は
約

２
ヶ
年
の
工
期
が
必
要
な
た
め
、
債
務

負
担
行
為
に
よ
り
工
事
を
発
注
し
、
令

和
３
年
10
月
工
事
に
着
手
し
、
令
和

5
年
8
月
に
完
成
し
ま
し
た
。 

                
 
          

                

位置図 

完成した納所ため池を下流から撮影 

完成した納所ため池を上流から撮影 

完成した納所ため池の洪水吐 

 

大規模かんきつ栽培農園の視察の様子 

納
所

の
う
そ

た
め
池
の
改
修
工
事
が 

完
成
し
ま
し
た 

の
う
そ 
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今
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

等
に
よ
り
管
内
に
耕
作
放
棄
地
が
増

加
し
て
い
ま
す
。 

畜
産
部
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消

し
農
地
を
守
る
た
め
に
、
山
口
型
放
牧

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

山
口
型
放
牧
と
は
、
生
産
条
件
が
不

利
な
水
田
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
電
気

牧
柵
で
囲
い
、
牛
を
放
牧
す
る
方
法
で

す
。
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
牛
に
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
重
労
働
で
あ
る

草
刈
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
も
に
、
農
地

の
復
元
や
隣
接
す
る
農
地
の
獣
害
被

害
低
減
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

畜
産
部
で
は
、
牛
の
飼
養
経
験
の
な

い
方
で
も
山
口
型
放
牧
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
放
牧
牛
や
電
気
牧
柵
の
貸

出
制
度
の
活
用
の
ほ
か
、
職
員
が
牛
の

管
理
や
電
気
牧
柵
の
設
置
に
係
る
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、

柳
井
市
日
積
地
区
の
耕
作
放
棄
地
で

放
牧
を
実
施
し
ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地

が
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、
近
隣
の
保

育
園
の
園
児
や
近
隣
の
住
民
が
牛
を

見
に
来
る
な
ど
、
地
域
の
な
か
で
交
流

が
生
ま
れ
る
契
機
に
も
な
り
ま
し
た
。 

山
口
型
放
牧
に
興
味
の
あ
る
方
は

畜
産
部
（


０
８
２
０
・２
２
・２
４
１
６
）

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

                             

      

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、

前
年
度
シ
ー
ズ
ン
は
２６
道
県
８４
事

例
１７７１
万
羽
が
殺
処
分
さ
れ
、
卵
価
が

高
騰
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
と

思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
発
生
農
場
等
の
防
疫
作
業

従
事
者
へ
の
準
備
体
制
を
円
滑
に
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
５
年

１０

月
２３

日
T

A

I

K

O

ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
田
布
施
に
お
い
て
、
柳

井
農
林
水
産
事
務
所
管
内
の
養
鶏
場

で
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
て
防
疫

演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
東
部
地
域
の

農
林
水
産
事
務
所
職
員
、
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
警
察
、
市
町
職
員
、
畜
産
関

係
団
体
等
で
１３２
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。 

午
前
中
は
、
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し

た
場
合
に
、
必
要
と
な
る
集
合
基
地
、

仮
設
基
地
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
営
実

習
を
行
い
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
集
合
基
地
、
仮
設
基

地
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
各
班
に
分
か
れ

て
、
実
地
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
集
合

基
地
に
お
い
て
は
、
動
員
者
の
受
け
入

れ
、
健
康
調
査
、
農
場
へ
の
送
り
出
し
、

作
業
終
了
後
仮
設
基
地
か
ら
帰
還
し

た
、
動
員
者
の
帰
宅
ま
で
の
対
応
、
仮

設
基
地
に
お
い
て
は
、
集
合
基
地
か
ら

移
動
し
て
き
た
動
員
者
の
受
け
入
れ
、

作
業
準
備
、
動
員
者
が
作
業
を
終
え
て

か
ら
、
集
合
基
地
へ
移
動
す
る
ま
で
の

対
応
の
実
演
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
お
い

て
は
、
飼
料
を
運
搬
す
る
畜
産
関
係
車

両
の
消
毒
作
業
等
の
実
演
を
行
い
ま

し
た
。 

実
演
終
了
後
は
、
総
合
討
議
を
行
い
、

今
後
の
対
応
の
資
と
し
ま
し
た
。 

当
事
務
所
と
し
て
は
、
今
後
も
家
畜

伝
染
病
が
万
が
一
発
生
し
た
際
に
、
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
万
全
の
準

備
を
し
て
い
き
ま
す
。 

      

 
 

        

集合基地（防護服の着用） 

令
和
５
年
度
山
口
県
東
部
地

区
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
家
畜
防
疫
演
習
を
開

催
し
ま
し
た
。 

鳥
獣
害
被
害
防
止
対
策
に
山
口

型
放
牧
の
活
用
を
！ 

 

珍しそうに牛を眺める園児たち（日積） 

 

もりもり草を食べる放牧牛（日積） 
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こ
れ
か
ら
冬
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る

季
節
に
な
り
ま
す
。
死
亡
し
た
野
鳥
を

見
つ
け
た
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑

う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
と

ん
ど
が
別
の
原
因
（建
物
や
車
と
の
衝

突
、
エ
サ
不
足
に
よ
る
衰
弱
な
ど
）で
死

亡
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
理
由

は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
や
す
い

野
鳥
は
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

感
染
し
や
す
い
野
鳥
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ

や
オ
シ
ド
リ
な
ど
の
一
部
の
カ
モ
類
、
ハ

ヤ
ブ
サ
、
オ
オ
タ
カ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
ユ

リ
カ
モ
メ
な
ど
で
す
。 

ま
た
、
県
が
死
亡
野
鳥
を
回
収
し
て

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を

行
う
の
は
、
鳥
の
種
類
や
死
亡
数
が
検

査
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
の
み
に
な

り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
山
口
県
（自

然
保
護
課
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

こ
の
た
め
、
死
亡
野
鳥
を
発
見
し
て

も
、
県
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
安
な
場
合
は
森
林

部
（岩
国
農
林
水
産
事
務
所
森
林
部


０
８
２
７
・２
９
・１
５
６
７
）に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
死
亡
野
鳥
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
す
れ
ば
、
一
般

廃
棄
物
と
し
て
処
分
で
き
ま
す
。
野
生

の
鳥
獣
は
様
々
な
細
菌
や
寄
生
虫
を

持
っ
て
い
た
り
す
る
た
め
、
処
分
す
る
際

は
素
手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
触
っ
た
場
合
に
は
十
分
に
手
を
洗

っ
て
く
だ
さ
い
。 

      

山
地
災
害
の
防
止
を
は
じ
め
水
源
の

か
ん
養
、
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
な

ど
森
林
の
多
面
的
な
機
能
を
持
続
的
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
、
県
民
の
皆
様
に
幅

広
く
税
負
担
を
し
て
い
た
だ
き
、
次
の

よ
う
な
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

○
荒
廃
し
た
人
工
林
の
整
備 

【森
林
機
能
回
復
事
業
】 

下
草
が
枯
れ
、
樹
木
の
根
が
露
出
す

る
よ
う
な
荒
廃
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の

人
工
林
を
強
度
に
間
伐
し
、
水
源
か
ん

養
や
山
地
災
害
防
止
等
、
森
林
の
多
面

的
機
能
の
回
復
を
図
り
ま
す
。 

 
○
繁
茂
し
た
竹
林
の
伐
採 

【繁
茂
竹
林
整
備
事
業
】 

周
辺
の
人
工
林
や
耕
作
地
、
生
活
環

境
等
に
支
障
を
来
す
繁
茂
・拡
大
し
た

竹
林
を
伐
採
、
再
生
竹
の
除
去
、
樹
木

の
植
栽
を
行
い
、
自
然
林
への
回
復
を
誘

導
し
ま
す
。 

 ○
市
町
の
森
林
整
備
を
支
援 

【地
域
が
育
む
豊
か
な 

森
林
づ
く
り
推
進
事
業
】 

中
山
間
地
域
の
元
気
創
出
や
地
域

課
題
の
解
消
の
た
め
に
市
町
が
独
自
に

取
り
組
む
多
様
な
森
林
整
備
を
支
援

し
ま
す
。 

 

○
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援 

【地
域
森
林
づ
く
り
活
動 

強
化
対
策
事
業
】

県
民
の
自
主
的
な
森
林
づ
く
り
を 

進
め
る
た
め
、
活
動
に
必
要
な
資
機
材

の
購
入
や
森
林
環
境
教
育
、
体
験
交
流

活
動
を
支
援
し
ま
す
。 

           
 
  

 

 

仮設基地（帰還動員者の受け入れ） 

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り 

県
民
税
」
の
紹
介 

野
鳥

・

・

が
死
ん
で
い
る
の
を 

見
か
け
た
ら 

森林機能回復事業 

消毒ポイント 
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山
口
県
漁
協
柳
井
地
区
女
性
部
が
、

旬
の
地
魚
の
魅
力
と
調
理
方
法
を
消
費

者
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
９
月
１０
日

に
「浜
の
母
ち
ゃ
ん
の
お
魚
料
理
教
室
」

を
周
防
大
島
町
で
開
催
し
ま
し
た
。 

地
元
で
獲
れ
た
新
鮮
な
海
の
幸
を
調

理
し
て
試
食
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
長
ら
く
開
催
が
見
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
募
集
人
数
の
制
限
や

手
指
消
毒
の
徹
底
と
い
っ
た
感
染
対
策

を
施
し
た
上
で
、
今
年
度
は
４
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
講
師
で
あ
る
漁
協
女
性

部
員
か
ら
、
骨
を
残
さ
ず
に
魚
を
さ
ば

く
方
法
に
つ
い
て
手
ほ
ど
き
を
受
け
る

と
と
も
に
、
魚
ご
と
に
ど
の
調
理
方
法

が
美
味
し
い
か
、
解
説
を
受
け
ま
し
た
。 

 

当
日
は
地
元
で
獲
れ
た
マ
ダ
イ
や
ア
ジ

等
を
使
っ
た
お
刺
身
と
手
ま
り
寿
司
、

う
し
お
汁
を
参
加
者
全
員
で
作
り
ま
し

た
。
初
め
の
う
ち
は
、
参
加
者
か
ら
「難

し
い
」「上
手
く
さ
ば
け
な
い
」と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
講
師
か
ら
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
、
次
第
に
手

際
よ
く
調
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 出

来
上
が
っ
た
料
理
は
全
員
で
試
食

を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
「刺
身
が
ぷ
り

ぷ
り
し
て
い
て
、
と
て
も
美
味
し
い
」
、

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。 

                           
 

    
           
    

              
 

 

「
浜
の
母
ち
ゃ
ん
の
お
魚
料
理

教
室
」
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た 

地元の新鮮な海の幸を使って楽しく調理 

繁茂竹林整備事業 地域が育む豊かな森林づくり推進事業 地域森林づくり活動強化対策事業 
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柳井地域農林水産業振興計画 施策体系 
 

１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成 

(１)中核経営体の育成と経営基盤の強化 

(２)農林漁業新規就業者の確保・定着 

(３)農山漁村女性リーダー・やまぐち農林漁業ステキ女子の育成 

 

２ 柳井地域農林水産物のさらなる需要拡大 

(１)地産・地消の取組強化 

(２)６次産業化・農商工連携の一体的な取組強化 
 

３ 需要の変化に対応した持続可能な生産供給体制の 

確立 

(１)需要者ニーズに応える農畜産物の結びつき強化・生産拡大 

(２)木材供給力の強化 

(３)水産資源の適切な管理による漁業生産力の向上 

(４)安心・安全な農水産物の供給 

(５)防疫体制の強化 

(６)カーボンニュートラルに貢献する持続可能な農林水産業の 

推進 

(７)「山口型スマート技術」の現場実装の推進 

 

４ 産地の維持・拡大に向けた基盤整備と防災力強化 

(１)生産性を高める基盤整備 

(２)鳥獣被害防止対策の強化 

(３)農山漁村の持つ多面的機能の維持 

(４)防災・減災機能の強化 

 

 

 

 

 

 

いきいき営農塾 

漁業者グループによる
直売所開設 

食育授業 

やまぐち和牛の育成 

森林作業道の整備 

ほ場整備の推進 


